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いつも弊社製品をご愛顧いただき、誠にありがとうございます。
本書では、efitOne Ver.3.2.0で追加や変更を行った機能の概要を説明します。

■ スキャン観測の追加

◆スキャン観測には、SureScan機能を利用した高速な座標計測が備わっています。スキャン観測では、計測
範囲の選択や、計測済領域の確認画面等でビデオ画面を活用させる事で、作業を効率的に行えるよう設計し
ました。スキャン観測を行うには、トータルステーション側にSureScan、ビデオ機能が必要となります。

※スキャン観測機能は有償オプションです。ご利用には別途ライセンスが必要となります。
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■ スキャン観測データ出力
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計測データの出力フォーマットは、「SIMA座標」、「APA座標」「CSV座標」「35観測値」「APA観測値」です。
ご利用するソフトウェアに応じて使い分けてください。



■ プロジェクト新規作成時の観測設定
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◆プロジェクト新規作成時の観測設定の引継ぎの設定方法を変更しました。

全ての観測設定をプロジェクト作成時に初期化する方式を廃止し
平面観測の次点の点番・点名についてのみ、初期化するか、直近プロジェクトから引き継ぐかの設定を追加しました。

新規プロジェクト作成画面の「観測設定」タブ



■ 登録文字のプリセット追加

◆設定の登録文字に、デフォルト／テンキーなどのプリセットを追加しました。

プリセットを選び 「実行」で反映します。
※現在の登録文字のレイアウトに上書きで保存します。
※一度全ての登録文字をクリアしたい場合は [ プリセット：リセット ]を実行してください。

設定 → 入力 → 登録文字（プリセット）
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■ 横断観測：追加距離・断面名称の自動入力

◆横断面設定に「追加距離・断面名称 自動入力」スイッチを追加しました。

ONで連動入力、OFFで個別入力（ブレーキ区間など）が可能です。

横断観測の横断面設定画面
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■ 測設：α表示／誘導表示の切替

◆測設処理画面で「α表示」と「誘導表示」を切り替えられるようにしました。

α表示では水平角差・水平距離差・鉛直距離差を表示します。

誘導表示
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α表示



■ コントローラーTrimble T70に対応

◆コントローラーTrimble T70に対応しました。

あわせてEMPower120を利用した装着無線での接続に対応しました。
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